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   胎児に心はあるのか？  

  イヤイヤ期はなぜ起こるのか？ 

  思春期に感情が爆発しがちなのはなぜか？ 

  個性はいつ、どのように生まれるのか？  

  デジタル化社会は 子どもの脳と心にどのような影響をもたら

すのか？ 

  生物としてのヒトは、直線的に成長していくわけではない。複雑な曲線を描

きながら「連続性」と「多様性」をもって変化していく。その複雑な軌跡を科

学的に説明することができれば、ヒトが発達する過程で起こる不思議な現

象を正しく理解することができる。ヒトの脳と心が生まれ、発達していくとい

う生命現象を真に理解するための一冊。  
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